
脱炭素・減化学肥料を両立し
農業生産性を向上する
高機能バイオ炭“宙炭(そらたん)”普及

炭の写真
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解決したい社会課題

基本情報
• 本社・微生物研究拠点 ：愛知県名古屋市
研究農園 ：愛知県刈谷市
宙炭量産プラント ：愛知県豊橋市

：岩手県気仙郡
：群馬県沼田市（26/3完工予定）
：福岡県田川市（26/3完工予定）
：タイ サラブリ（25/12完工予定）

東京拠点（非登記） ：東京都大手町
• 従業員数：81名(うち38名がパート, 業務委託など)
• 資本金 ：1億円
• 資金調達：総額29億円
• 主要株主：BeyondNextVentures,JICN,三菱UFJキャピタル,

  AgVentureLab（JAグループ）,東邦ガス 他

高機能バイオ炭
“宙炭（そらたん）”

宙炭
プラント関連

GHG削減
ソリューション

主な商材

主な実績

文部科学大臣賞 農林水産省 みどり認定取得
JAアクセラレータ
優秀賞受賞

シリーズBラウンド 累計29億円調達
日本初

バイオ炭カンファレンス主催

名古屋大学発グリーン・アグリスタートアップ

持続可能な次世代の食料システムの構築に貢献
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本日のコンテンツ

● Jクレジット制度に関する紹介

● TOWINGが開発・販売する高機能バイオ炭“宙炭（そらたん）”の紹介

3
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本日のコンテンツ

● Jクレジット制度に関する紹介

● TOWINGが開発・販売する高機能バイオ炭“宙炭（そらたん）”の紹介

4
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J-クレジット方法論：AG-004（バイオ炭の農地施用）

5

方法論のイメージ

土壌微生物が分解

土壌微生物は分解できない

ベースライン
＝ゼロ

GHG
排出量

バイオ炭施用後

除去分をクレジット化

ベースライン

0

ベースラインは、農地にバイオ炭が施用され
なかった場合の貯留量

「バイオ炭」の定義

燃焼しない水準に管理された酸素濃度の下、350℃超の温度でバイオマスを加熱して作られる固形物

バイオ炭を農地土壌へ施用することで難分解性の炭素を土壌に貯留し、J-クレジットを創出
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J-クレジットの算定式

6

クレジット量
(GHG削減価値)

＝ ーバイオ炭によるCO2貯留量
農地に固定されるCO2の量

実施に伴って排出されるCO2量
バイオ炭の運搬時のCO2排出、バイオ炭製造時のCO2排出 など

土壌に投入されたバイオ炭の量（t）× 炭素含有率 × 100年後の炭素残存率 × 44/12
投入後100年間で分解されずに
残る炭素割合

バイオ炭中の
炭素割合

炭素から二酸化炭素への
換算係数
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J-クレジットの算定式

7

クレジット量
(GHG削減価値)

＝ ーバイオ炭によるCO2貯留量
農地に固定されるCO2の量

実施に伴って排出されるCO2量
バイオ炭の運搬時のCO2排出、バイオ炭製造時のCO2排出 など

①原料の運搬 ＋   ②バイオ炭の製造     ＋   ③バイオ炭の運搬   ＋  ④バイオ炭の施用

運搬機器からの排出

次の4項目におけるCO2排出量を計算する

トラックからの排出 散布機器からの排出炭化装置での燃料/電力利用に
係る排出
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TOWINGのJ-クレジット創出プログラム

8

生産者

宙炭発注

宙炭の製造・販売

プログラム参加同意書

散布実績報告書

申請資料作成＆

代理申請

農地施用

クレジット売却

クレジット

売却益の分配

売却益の一部を

生産者へ還元

バイオ炭の製造

バイオ炭の品質証明書

バイオ炭製造者
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クレジット発行に向けて生産者の皆様にご依頼する事

9

Webフォームにて情報を入力いただき、TOWINGにて代理発行・販売を行います。
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取り組みのご紹介

10

• 2023年に、J-クレジット方法論「AG004 バイオ炭の農地施用」のプログラム型プロジェクトを登録

•これまでに、約150t-CO2のクレジットを創出し、需要企業に販売

TOWINGのプログラム

J-クレジット事務局

生産者

申請 J-クレジット発行

クレジット
需要企業

J-クレジット

TOWING

プログラム参加

売却益の還元

販売実績
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TOWING産Jクレジットの販売

11

生産者の支援高品質クレジット 地産地消による地域貢献

• クレジット売却益の一部を
生産者へ還元

• クレジット購入を通じて
全国の生産者の所得向上に貢献

• バイオ炭クレジットは、
大気中のCO2を直接減らす
除去系クレジットに該当

• 省エネ設備をはじめとした
削減系クレジットより高品質

• 全国のプロジェクトから、
ニーズに合致する地域で
創出されたクレジットを販売

• 地域産クレジットの購入で
地域の脱炭素へ貢献

•「AG004 バイオ炭の農地施用」により創出したJクレジットを販売

•高品質かつ環境価値のストーリー性を持ったJクレジットを提供
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バイオ炭の選定や施用に関する注意点

12

半炭化状態 高温炭化状態

有機態炭素が多いため、施肥設計・施用量に
よっては窒素飢餓が発生するリスクがあります。

もみ殻の燃焼温度や燃焼時間によっては
結晶性シリカが生成される可能性があります。

バイオ炭は土壌特性ごとに適正施用量がございます。過剰施肥するとアルカリ土壌になるため注意が必要です。
また、バイオ炭の特性や成分を十分に把握した利用が必要です。
TOWINGでは、一定の品質基準をクリアしたバイオ炭販売と、土壌に合わせた施肥設計のサポートも提供します。
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本日のコンテンツ

● Jクレジット制度に関する紹介

● TOWINGが開発・販売する高機能バイオ炭“宙炭（そらたん）”の紹介

13
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解決すべき課題

14

深刻な土壌劣化 限られた資源への依存食料生産由来温室効果ガス排出が多い

気候変動や、化学物質の過剰な
使用などによる土壌劣化が進行

✓ 窒素・リンの化学肥料は有限
✓ 日本は輸入に依存

世界の温室効果ガス排出量の
２～３割が食料生産関係

画像出典

 他産業と比較して農業の環境負荷問題は触れられることが少なく、規制等は最低限であった
 昨今のリサーチや気候変動に対する情勢により、各国で問題視され始めている

農業由来のGHG排出量に関する論文
https://ourworldindata.org/greenhouse-gas-emissions-food

肥料に関する農水省資料
https://www.maff.go.jp/tohoku/syokuryou/attach/pdf/221017-
13.pdf

土壌劣化に関する記事
https://www.kaku-ichi.co.jp/media/crop/earth-building/soil-
deterioration
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持続可能な食料生産システム構築に向けた取り組み

15

 国内でみどりの食料システム戦略が策定、海外でも同様の動きあり → 農業は転換期を迎えている

みどりの食料システム戦略まとめ記事：https://deep-valley.jp/column/column2195/

✔ 日本では農業基盤の構築（輸入依存の解消など）と環境
保全を両立する為、みどりの食料システム戦略(バイオ
炭の普及に関する記載もあり)が策定

✔ グローバルでは人口増に伴う食料増産と環境保全を両立
する為、持続可能な食料生産手法が求められる

これまで食料生産増は、化学肥料への依存と温室効果ガス
の排出に支えられてきた
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有機転換による収量の減少 有機物を使った土づくりは長期間必要

1年 2年 3年 4年 5年

収
量

化学肥料を活用した場合の収量

収
量

化学肥料利用 有機肥料利用

収量34%減[1]

経営収支50%減

従来の“持続可能な食料生産手法”の推進ハードル

16

持続可能性を求めた有機への転換は、作物の増産を両立することができない

[1] Seufert, V. et al., Comparing the yields of organic and conventional agriculture. Nature 485, 229‒232 (2012).
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ソリューションコンセプト

17

テラ・プレタ土壌改良前

テラ・プレタに関する情報, 画像出典

バイオ炭有機物

数千年前のアマゾン周辺

 アマゾンの農地に数千年前に構築されたとされる肥沃な土壌 “テラ・プレタ”は、有機肥料メインの持続
 可能な栽培方式でも収穫量が低下しづらく、農地への炭素固定（バイオ炭が現代に発見された）も実現
 しており、研究者の間でも注目されている。一方で、構築には数百年がかかったとされている。

数十年～数百年をかけて構築

✓ 有機肥料メインでも
 収穫量が低下しづらい

✓ 農地への炭素固定

…etc
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バイオ炭有機物

現在の各プロジェクトエリア

複合微生物
培養技術

ソリューションコンセプト

18

テラ・プレタ級の環境土壌改良前

テラ・プレタに関する情報, 画像出典

 TOWINGはバイオ炭に複合微生物培養技術を掛け合わせることで、様々な機能を農地に付与し、
 テラ・プレタ級の環境の立上（テラ・プレタ化）を早期に実現する “宙炭”を開発

MIN 1カ月で実現

<付与機能例>

・微生物の多様性
・高い保水,保肥力
・土壌有機物含量が高い
・安定した土壌団粒構造
・窒素固定能力

高機能バイオ炭 “宙炭 (そらたん)”
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キープロダクト 脱炭素・有機転換を実現する土壌改良資材 宙炭（そらたん）

19

高機能バイオ炭

土壌微生物 有機肥料未利用バイオマスの炭

高機能バイオ炭“宙炭”
✓ Soil healthの改善、農地の生産性向上
✓ 地域バイオマスをアップサイクル
✓ 食料システム由来のGHG※排出を低減土壌に混合

テラプレタ化

全ての原料を基本的にはローカルエリアで調達

※ GHG = 温室効果ガス

20 μm
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宙炭を実現する土壌微生物群の培養技術

20

アンモニア態
窒素

硝酸態
窒素

養分１ 養分２

有機肥料 作物

アンモニア
化成菌群

硝化菌群

吸収変換変換

高機能バイオ炭

日本酒の発酵技法を応用し、約1,000種類の菌種をバイオ炭の中に共培養※

※ 名古屋大学・農研機構の共同開発技術をシーズとして、弊社独自のバイオ炭処理・微生物培養技術を融合して実現
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資材の取り扱いについて

21

製品の構成

宙炭用バルク
（微生物ナシ）

宙炭
（微生物付きバイオ炭）

体積：100L
重量：10kg 

体積：40L
重量：10kg程度

• 製品 ＝ 宙炭（微生物付きバイオ炭） ＋ 宙炭用バルク（微生物ナシバイオ炭） となります
• 施肥設計の考え方として、施肥基準を満たすように、10aあたり5kg相当の有機態窒素は元肥として最低限ご利用い
ただき、不足分は化学肥料、有機肥料双方で補う使い方として頂きます

• 投入後2週間（夏場）～4週間（冬場）経過したうえでの作付けを推奨します
• 提供形態については、それぞれ別個での納入となります

散布後・耕起前の様子



Copyright © 2025 TOWING Co., Ltd.

土づくり期間の
大幅短縮

有機肥料転換で
収量向上

耐病性向上による
農薬削減

バイオマスの
アップサイクル

CO2の貯留１ ２ ３ ４ ５

通常5年の土づくり
堆肥利用で時間をかけた
菌叢構築が必要

わずか1か月に短縮
宙炭内に良質な菌叢を構築

化学肥料から有機肥料への
転換で平均33%収量減

化学肥料の一部・全部を有
機肥料に置き換え、
20~70%の収量向上実現

作物を連続して作ることに
よる土壌障害を避けるため、
農薬を利用

宙炭の微生物機能により、
土壌病害の繁殖を抑制（※
農薬機能ではない）

各地の活用されていない
バイオマスは焼却/埋立

原料として活用、地域の
農地に還元し地域特化での
炭素循環を実現

従来農業ではGHGを排出、
貯留する手段がほぼない

農地への炭素貯留を実現、
1haあたり10t-CO2の効果

宙炭の製造～農地利用により、有機転換に対する農家の経済的デメリットを解消し、
みどりの食料システム法やバイオマス利活用推進基本法の目標達成に寄与することが可能

農家目線 バイオマス排出事業者目線

22

導入メリット

１ ２ ３ ４ ５
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スイカ (+37%)

レタス (+27%) 玉ねぎ (+35%)

ナス(+57%)

• ピーマン
• トマト
• いちご
• 米
• ソルガム
• キャベツ
• スナップエンドウ

• セルバチコ
• ショウガ
• 大豆
• オクラ
• ズッキーニ
• マリーゴールド
• カモミール
• など

600以上 農家
30以上 作型 

 800以上の農家と実地検証を行い、収量増加効果（+10% ~ +70%※）
 や同等水準の品質向上効果（糖度, ビタミンC, 棚持ち…etc）や耐病性向上効果も確認

生産者への販売・栽培検証
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研究機関との評価事例 小松菜での効果の定量評価

24

コマツナ1株重量（連続8株、3反復） 硝酸含量

g
/株

0

20

40

60

80

100

120

土のみ,有機 土のみ,化成 バイオ炭,有機 宙炭,有機宙炭,有機

m
g
/1

0
0
g

0

50

100

150

200

250

300

土のみ,有機 土のみ,化成 バイオ炭,有機 宙炭,有機宙炭,有機

宙炭を導入することにより、通常のバイオ炭を導入するよりも収量性、
品質ともに向上することを確認
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事例：JAグループ キュウリでの収量・積算売上評価

25

 ¥-

 ¥500,000

 ¥1,000,000

 ¥1,500,000

 ¥2,000,000

 ¥2,500,000

 ¥3,000,000

 ¥3,500,000

 ¥4,000,000

8月18日 8月25日 9月1日 9月8日 9月15日 9月22日 9月29日 10月6日 10月13日 10月20日 10月27日 11月3日 11月10日 11月17日

積
算
売
上[

円/day]

宙炭 慣行

収穫開始から終了までの積算売上

0

50

100

150

200

250

300

350

8月18日 8月25日 9月1日 9月8日 9月15日 9月22日 9月29日 10月6日 10月13日 10月20日 10月27日 11月3日 11月10日 11月17日

日
当
た
り
収
穫
量[kg/day]

宙炭 慣行

収穫開始から終了までの10aあたり日当たり収量

収量データ： 宮城県内JA 生産法人での実測値（7500L/10a投入）、NPK設計は宙炭区、慣行区ともに同一
平均単価：農畜産機構alicの公開データ[1]を利用、月別で定められる単価を利用

積算収量で約1.2倍程度、積算売上で10aあたり＋40万円の売り上げ向上効果を確認した
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耕作条件改善事業への活用

26

茨城県農林公社での耕作条件改善事業の活用事例（ふしちゃんファーム）。
1haの圃場整備に対し、宙炭を活用（完全有機栽培）。生産者の経験では農場立ち上げから数作は収穫できない
と覚悟を決めていたが、宙炭導入後初回作付けから収穫できるようになり、即時収益化につながった。

宙炭散布 初回収穫整備中の圃場



Copyright © 2025 TOWING Co., Ltd. 27

取り組みのご紹介

弊社は、食品・飲料メーカーやJAグループ等と協業し、多数のプロジェクトを推進しています

バイオマスの
宙炭化

環境再生農業転換 環境再生農業転換
サプライチェーン
の脱炭素化

バイオマスの
宙炭化

環境再生農業転換

サプライチェーン
の脱炭素化
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宙炭製造プラント立ち上げ

TOWING岩手プラント
（25.3稼働開始）

TOWING豊橋プラント
（稼働中）

TOWING群馬プラント
（26年3月完工予定）

TOWING福岡プラント
（26年3月完工予定）
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宙炭プラント
（自社プラント・他社委託双方）

アップサイクルソリューション 土づくりソリューション 脱炭素ソリューション

導入
コンサル

バイオマス
廃棄拠点

未利用
バイオマス

宙炭

買取

クレジット

販売販売￥支援 ￥ ￥ ￥￥

農家

クレジットの
売却益の一部を
農家に還元

・宙炭の販売
・営農指導（施肥設計, 作型提案）

・宙炭プラントの提案・運用サポート
・プラント仕様設計、ベンダ調整

・カーボンクレジット創出・販売※
・作物販路提供（インセット含む）

 宙炭を起点として持続可能な農業を地域ごとに構築し、継続的に運用できるようにサポート

事業モデル

クレジット顧客
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中国・四国地域でのお問い合わせ先
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四
国
エ
リ
ア

香川県

愛媛県

高知県

徳島県

中国エリア

•四国物産株式会社

•伊予農産
•お近くのJA

•サクラ物産
•JA高知県

•トクノウ株式会社

•お近くの農業資材店

左表の記載先に
お問い合わせください。
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ご連絡先
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株式会社TOWING 人事広報部 広報チーム
以下のフォームよりお問い合わせください。
問合せフォーム：https://forms.gle/K3KxyC4WAGPbqu7M9

お問い合わせフォームQR：

HP FaceBook

X Instagram

SNS会社問い合わせフォーム

宙炭の紹介ページ
https://note.com/towing/n/nac03c0c3caa9

宙炭の資料請求フォーム
https://customform.jp/form/input/212945


